
●
安
宅
和
人

『
シ
ン
・ニ
ホ
ン　

A
I
×
デ
ー
タ
時
代
に
お
け
る

日
本
の
再
生
と
人
材
育
成
』 New

sPics

 

「
批
判
創
造
思
考
」の
教
授
法
を
考
え
る
に
あ
た

り
、バッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ（backcasting

）と
い

う
発
想
法
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の
方
法

は
、1
9
9
0
年
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大
学
の
ジ
ョ

ン
・B・ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
の
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
望
ま
し
い
未
来
の
姿（
目

標
と
な
る
状
態
）か
ら
逆
算
し
て
、到
達
す
る
た

め
の
施
策
を
考
え
ま
す
。そ
の
目
標
は
遠
大
す
ぎ

た
り
達
成
不
可
能
な
も
の
と
な
り
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
方
法
を
模
索
し
ま
す
。

　

な
お
、逆
に
現
状
か
ら
改
善
策
を
積
み
上
げ
る

考
え
方
を
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ（forecasting

）

と
い
い
ま
す
。
現
在
も
っ
て
い
る
資
源
を
も
と
に
し

な
が
ら
、達
成
し
や
す
い
目
標
を
設
定
し
、実
行

し
ま
す
。
私
は
、ど
ち
ら
が
正
し
い
と
い
う
も
の
で

も
な
く
、両
者
と
も
に
必
要
だ
と
い
う
立
場
で
す
。

大
事
な
の
は
、そ
の
両
者
の
差
分
に
気
付
く
こ
と

で
す
。
思
考
の
流
れ
を
示
す
と
、お
お
よ
そ
以
下

の
よ
う
に
な
る
と
想
定
で
き
ま
す
。

①
持
続
可
能
か
つ
理
想
的
な
未
来
を
定
義
す
る

②
あ
る
事
象・
現
象
が
起
こ
る
文
脈
を
た
ど
る

③　

②
の
改
善
策
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、ど
う

い
う
未
来
が
描
け
る
の
か
を
想
定
す
る（
フ
ォ
ア

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
）　

④　

③
で
は
理
想
の
未
来
に
近
づ
け
な
い
こ
と
を

理
解
す
る

⑤　

①
と
③
の
差
分
を
ど
う
埋
め
る
の
か
を
考

え
る
。
現
在
に
至
る
文
脈
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
眺

め
、そ
の
理
想
に
近
づ
く
た
め
の
方
法
を
考
え
る

（
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
）

 

「
批
判
創
造
思
考
」を
身
に
付
け
る
た
め
の
授
業

で
は
、新
し
い
こ
と
を
ど
う
試
行
す
る
の
か
を
考

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の一つ
の
道
具
と

し
て
、私
は
カ
ナ
ダ
出
身
の
英
文
学
者
・
文
明
批

評
家
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・マ
ク
ル
ー
ハ
ン（
1
9
1
1-

1
9
8
0
）が
提
唱
し
た「
テ
ト
ラ
ッ
ド
」を
参
考

に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。彼
は
メ
デ
ィ
ア
研
究
で

有
名
で
、『
メ
デ
ィ
ア
の
法
則
』の
な
か
で
テ
ト
ラ
ッ

ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、新
し
い
何
か
を
試
行
す
る
た
め
に
用
い

る
4
つ
の
問
い
の
組
を
示
し
た
も
の
で
す
。

 

「
批
判
創
造
思
考
」は
、第
1
回
目
の
記
事
に
お

い
て〝
こ
れ
ま
で
の
知
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
捉
え
、

統
合
し
、新
た
な
知
を
創
造
す
る
思
考
〞と
私
な

り
に
ま
と
め
て
示
し
ま
し
た
が
、2
0
0
1
年
に

サ
ミ
ュエ
ル・
ブ
ル
ー
ム
の
弟
子
筋
で
あ
る
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
や
ク
ラ
ソ
ー
ル
ら
が
発
表
し
た
改
訂
版
タ
キ
ソ

ノ
ミ
ー（
教
育
目
標
の
分
類
学
）で
は
、認
知
過
程

の
次
元
を
、
１ 

記
憶
、
２ 

理
解
、
３ 

応
用
、

４ 

分
析
、
５ 

評
価
、
６ 

創
造
と
分
類
し
て
い

ま
す
。
私
の
言
う「
批
判
創
造
思
考
」は「
評
価
」

「
創
造
」に
あ
た
り
ま
す
。

　

創
造
す
る
た
め
に
は
、こ
れ
ま
で
つ
く
り
上
げ

て
き
た
も
の（
過
去
）を
振
り
返
る
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
つ
く
り
上
げ
る
も
の（
未
来
）

を
想
定
し
た
評
価
軸
に
沿
っ
て
こ
れ
ま
で
の
出
来

事
や
作
品（
過
去
）を
批
評
し
、そ
れ
が
適
切
だ
っ

た
の
か
を
判
断
し
ま
す
。つ
ま
り
、「
評
価
」で
批

判
的
思
考
を
発
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

う
え
で
、そ
の
評
価
に
従
っ
て
企
画
・
制
作
を
し
、

新
た
な
モ
ノ
や
コ
ト
を
つ
く
り
上
げ
ま
す
。こ
れ
を

「
創
造
」と
呼
び
、改
訂
版
タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー
の
最
上

位
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、未
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
に
あ
た

り
、参
考
に
な
る
書
籍
を
３
冊
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
目
を
通
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、3
名
と

も
世
界
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
あ
る
T
E
D
に

も
登
壇
し
、動
画
が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、動

画
視
聴
も
よ
い
で
す
ね
。

●
ハ
ン
ス・
ロ
ス
リ
ン
グ

『FAC
TFU
LN
ESS

』 

日
経
B
P

●
ユ
ヴ
ァ
ル・
ノ
ア・ハ
ラ
リ

『21Lessons

』 

河
出
書
房
新
社

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
と

フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

未
来
を
変
え
る
原
動
力
と
な
る

「
反
転
」思
考

神﨑氏は小論文で設問に対する「意見」「理由（根拠）」を示すだけでなく、「これからどうすべきか」という
未来に向けた「提案」まで求めます。今回は提案に必要な「ほんとうにその在り方でよかったのか」と
批判的に捉え、問題や課題を克服するための「批判創造思考」を身に付ける授業を紹介します。

持続可能
かつ理想的な
未来

改善策の
積み重ねに
よる未来

事象が起こる
文脈・原因

バックキャスティング

フォアキャスティング

差があることを
理解する現在の姿

1
5

2

3

4
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注
目
す
べ
き
は「
反
転
」で
す
。
反
転
に
よ
っ
て

問
題
が
起
こ
り
始
め
る
と
、解
決
策
を
考
え
て
、

新
た
な
技
術
が
生
ま
れ
ま
す
。④
に
注
目
す
る
な

ら
ば
、フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
捉
え
つ
つ
、こ
こ
で

「
ほ
ん
と
う
に
そ
の
在
り
方
で
よ
か
っ
た
の
か
」と

今
ま
で
の
自
動
車
の
在
り
方
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に

捉
え
る
機
会
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、

循
環
型
社
会
や
共
生
と
い
っ
た
理
想
の
未
来
の

姿
を
想
定
し
、そ
の
差
を
埋
め
る
た
め
の
技
術
と

は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、バッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

で
思
考
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、反

転
は
未
来
を
変
え
る
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

　

バッ
ク
キ
ャ
ス
ト
と
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
、反
転
の
思

考
法
を
使
い
、未
来
に
向
け
た
提
案
ま
で
行
う
の

が
今
回
紹
介
す
る
授
業
で
す
。

①
強
化（E

nhance

）　

そ
れ
は
何
を
強
化
し
、

強
調
す
る
の
か
？

②
衰
退（O

bsolescence

）　

そ
れ
は
何
を
廃

れ
さ
せ
、何
に
取
っ
て
代
わ
る
の
か
？

③
回
復（Retrieve

）　

そ
れ
は
か
つ
て
廃
れ
て
し

ま
っ
た
何
を
回
復
す
る
の
か
？

④
反
転（R

everse

）　

そ
れ
は
極
限
ま
で
推
し

進
め
ら
れ
た
と
き
、何
を
生
み
出
し
、何
に
転
じ

る
の
か
？

　

自
動
車
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
例
に
、テ
ト
ラ
ッ
ド

で
考
え
て
み
ま
す
。
人
間
の
移
動
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
強
化
し（
①
）、馬
車
の
関
連
産
業
が
衰
退
し

て
い
ま
す（
②
）。一
方
で
、移
動
の
自
由
や
個
人
的

な
空
間
が
回
復
さ
れ（
③
）、渋
滞
や
交
通
事
故
と

い
う
問
題
が
生
ま
れ
ま
す
が
、そ
れ
を
転
じ
る
た

め
に
自
動
運
転
と
い
う
技
術
が
生
ま
れ
ま
す

（
④
）。
自
動
運
転
で
あ
れ
ば
、運
転
支
援
技
術
に

よ
り
交
通
事
故
を
防
ぎ
、渋
滞
を
緩
和
す
る
だ
け

で
な
く
、サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
車
作
り
の
技
術
と
な

り
ま
す
。

神﨑史彦
1978年生まれ。1996年に法政大学に法学
部論文特別入試で合格。在学中より塾講師を
務め、卒業後は大学受験予備校などで小論文
の講義を担当する一方、模擬試験の問題作成
者として活動。20冊の学習参考書を出版。現
在は自らの塾を経営しながら、講演や私立学校
での講師を勤め、全国各地の高校教育改革な
らびに高大接続事業のコンサルティングを行っ
ている。2020年4月よりスタディサプリ講師に
就任。社会人大学院生（慶應義塾大学大学
院政策・メディア研究科）。21世紀型教育機構
アクレディテーションメンバー。

● 学習指導例（講座２回目、対象：高３：１２０分）

「もし理想の未来をつくるなら、あなたはどういう力を身に付けるべきか」
本時のねらい　①発散・収束に慣れる　②小論文の要素である「意見」「理由」「提案」を導く練習をする　③大学進学や研
究の意味を考える　④バックキャストの概念を理解する

学習活動 指導上の工夫・駆動質問・留意事項 教材・教具

アイスブレイク
（15分）

ペアの組成・先攻・後攻の決定
個人ワーク「LEGO®をつかって、橋をつくってみよう」
ペアワーク「つくった作品をもとに、『情熱を傾けた瞬間』をペアの相手に語ろう」

LEGO®
★家にあるものをつ
かってつくるように指
示。

ワーク①
日本（および世
界）の現況を
把握する
(20分)

問いの提示
※事前に課題を出しています。
①安宅和人氏（慶應義塾大学教授・ヤフーCSO）とユヴァル・ノア・ハラリ氏（歴史学者）の
動画を視聴して、内容のまとめ
②自分が志望する大学・学部・学科で学べることのまとめ（できるだけ精緻化するように求め
る）
「日本の現状について、動画で学んだことをまとめよう」
発散（個人ワーク）「動画の内容をもとに、安宅氏とハラリ氏が日本はどういう状況であると述
べていたか」※付箋1枚につき、特徴や意味を一つ示す
収束（グループワーク）「発散した付箋を分野ごとにカテゴライズしてみよう」（経済・法・科学・
政治・宗教・教育・芸術・マスメディア）

黄色の付箋
（75×75mm）
★ホワイトボードや
Jamboard（Google
が提供するホワイト
ボードアプリ。オンラ
イン上で参加者が書
き込むことができる）
を用いる。以下同
様。

ワーク②
フォアキャステ
ィングで日本
の未来を推測
する
(20分)

問いの提示
「日本の現状を改善しつづけてやってくる未来はどのようなものか考えてみよう」（フォアキャス
ティング）
発散（個人ワーク）「先ほどカテゴライズした領域のうち１つ選んで、そこに集まっている付箋を
眺めながら、この状況が続くとどういう世界になりそうか」※付箋1枚につき、特徴や意味を一
つ示す。カテゴリー毎に分担してもよい。
収束（グループワーク）「今描いた未来を眺めながら、ほんとうにこれまでの在り方でよかったの
か、みんなで考えてみよう」（Critical Thinking）

青の付箋
（75×75mm）

休憩（10分）

ワーク③
バックキャステ
ィング
(40分)

問いの提示
「自分たちだけでなく、世界の人々がこれからも末永く幸せに生きられる未来をどう描くか」（バッ
クキャスティング、テトラッドの反転）
発散①（個人ワーク）「先ほどのワークで考えたことを振り返りながら、どういう未来をつくれば自
分を含めて多くの人が幸せになりそうか。LEGO®を使って、理想の未来を作品にしてみよう」
発散②（グループワーク）「作品の意味をグループの仲間につたえてみよう」「発表者に『この
形・色・組み合わせはどういう意味を込めているの？』などと、作品の意味をより詳しく聞き出し
て、発表者の内側にあることばを引き出そう」※赤色の付箋1枚につき、意味を一つ示す。発
表者が気兼ねなく話せるように場づくりする。発言を付箋に書く人を決めておく。
収束（個人ワーク）「赤色の付箋で書き留めた内容を眺めてみよう。みんなが掲げた理想の未
来の要素を実現するために、君たちはこれからどういう力を身に付けていくとよいか。大学でどう
いう研究をすると未来づくりに貢献できそうか」※緑の付箋1枚につき、力や研究内容を一つ
示す。

LEGO®
赤色・緑の付箋
（75×75mm）

リフレクション・
チェックアウト
(15分)

学びの共有
「授業を受ける前と比べてどのように成長したか、みんなでシェアしよう」
感情の共有
「メンバー同士の気持ちを整えるために、授業を通して自分の状態や気持ちを語り、みんなでシ
ェアしよう」

水色の付箋
（75×75mm）

小論文の課題
【ホームワーク】

「あなたが理想とする未来を定義し、その根拠とともに、その実現のために大学でどういう研
究もしくは学びを得たいか」（800字以内）

『志望理由書のルー
ルブック』

※神﨑氏はLEGO® SERIOUS PLAY®（レゴ®シリアスプレイ®）のトレーニングを修了した認定ファシリテーターです。

★：オンラインの場合
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